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中国車と世界を狙う内燃機関
2026.7
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中国 輸出を含む内燃機関搭載車数 (ICE+HV+PHV+EREV) 推移中国 輸出を含む内燃機関搭載車数 (ICE+HV+PHV+EREV) 推移
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中国では電動化は進んでいるが内燃機関はICEだけでなくHV、PHV、EREVにも
搭載され、内燃機関に対する需要はほぼ一定している。
中国では電動化は進んでいるが内燃機関はICEだけでなくHV、PHV、EREVにも
搭載され、内燃機関に対する需要はほぼ一定している。
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電池モーターICE

×駆動補助駆動HV

○駆動（発電）駆動・発電PHV

○駆動発電専用EREV

EREV: Extended Range EV

ICE、モーターの主な役割
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EREVPHVHVICE

△○○○第一汽車
○○○○東風汽車
○○○○⻑安汽車
○○○○上海汽車
○○○○広州汽車
○○○○奇瑞汽車
○○○○北京汽車
○○○○吉利汽車
○○××BYD

×○○○⻑城汽車
○×××セレス
××××NIO

○×××小鵬汽車
○×××理想汽車
○×××小米
○×××リープモーター

国
有
企
業

民
営
企
業

内燃機関搭載状況内燃機関搭載状況

NIOはバッテリー交換方式のためEV一本槍。EREVには興味なし。NIOはバッテリー交換方式のためEV一本槍。EREVには興味なし。
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EREVPHVHVICE

（紅旗 P567）紅旗HS6 PHEV

紅旗HQ9 PHEV

紅旗H9 PHEV

奔騰 T90 PHEV

紅旗H5 HEV / H9 HEV

紅旗HQ9 HEV

奔騰M9

紅旗H5 / H9

紅旗HS5 / HS7

奔騰 B70

奔騰 T77 / T90 / T99

第一汽車第一汽車

EREVPHVHVICE

嵐図 FREE

嵐図 DREAMER

猛士M-HERO 917 

東風日産NX8

星海 V9 

東風奕派 eπ 007 / eπ 008

風神 L7

皓極 (Haoji) Mach DH

皓瀚 (Haohan) DH-I

Huge / Mage

奕炫 (Yixuan) シリーズ
FORTHING T5 EVO

U-Tour / 風行遊艇

東風汽車東風汽車

内燃機関搭載車両（第一・東風）内燃機関搭載車両（第一・東風）

「紅旗」や「奔騰（ほんとう）」向けに高性能な直噴ターボエンジンを自社
で開発・製造している。「紅旗P567」は2L直4ターボを発電用として使う
EREVとして現在開発中。2026年末までに中国市場に投入予定

商用車から乗用車まで幅広いエンジンを製造している。特に外資（日産や
ホンダなど）との合弁から培ったノウハウをベースに開発したハイブリッ
ド専用エンジンDFMC ( Dong Fong Motor Corporation) シリーズの開発・量
産に力を入れている
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EREVPHVHVICE

深藍ブランド
⻑安啓源ブランド
阿維塔ブランド
Changanブランド

⻑安（本家）ブランド
⻑安啓源ブランド

UNI-V HEV

CS75 PLUS HEV

逸動 PLUS・逸達（Lamore）
UNI-V・鋭程 PLUS

悦翔（Alsvin）・CS75 PLUS 

CS55 PLUS / CS35 PLUS

CS95・UNI-T ・UNI-K

X5 PLUS / X7 PLUS

⻑安ハンター（Hunter / 凱程 F70）

⻑安汽車⻑安汽車

EREVPHVHVICE

栄威 D7 EREV / 

D5X EREV

栄威（Roewe）ブランド
名爵（MG）ブランド

MG 3 Hybrid+

MG ZS Hybrid+

栄威（Roewe）ブランド
名伯爵（MG）ブランド

上海汽車上海汽車

内燃機関搭載車両（⻑安・上海）内燃機関搭載車両（⻑安・上海）

「新藍鯨動力（New Blue Core）」エンジンは、量産ガソリンエンジンとして
世界トップクラスの熱効率（44％以上）を達成している

自社開発した高性能・高効率なガソリンエンジンおよびパワートレインの
「藍芯」(NetBlue)をはじめ、Roewe、MGブランド向けのエンジンを製造して
いる
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EREVPHVHVICE

伝祺 E8 / E9 / ES9・
AION（埃安）および
昊鉑（Hyptec）の新型
EREV

伝祺 E8

伝祺 E9

伝祺 ES9

伝祺向往 S7

AIONブランドのPHVモデル

影豹HEV

影酷HEV

伝祺GS8 HEV

伝祺M8 HEV

影豹・GA4・影速GS3

伝祺GS4 / GS4 MAX

影酷・伝祺GS8

伝祺M6 / M6 Pro

伝祺M8

広州汽車広州汽車

EREVPHVHVICE

星途・星紀元シリーズ
iCARブランド

奇瑞風シリーズ
捷途・山海シリーズ
星途ブランド
Omoda & Jaecoo

瑞⻁ 4 Pro HEV

瑞⻁ 7 HEV

奇瑞（Chery）ブランド
（瑞⻁シリーズ・艾瑞澤シ
リーズ・探索）
捷途ブランド
星途ブランド
Omoda / Jaecooブランド

奇瑞汽車奇瑞汽車

内燃機関搭載車両（広州・奇瑞）内燃機関搭載車両（広州・奇瑞）

「伝祺(Trumpchi)」用「巨浪動力(Mega Waves Power)」と呼ばれる高効率エンジン
シリーズを製造している

最新世代の「1.6TGDI」や「2.0TGDI」などの直噴ターボエンジンは性能と信頼
性が高く評価されている。奇瑞発動機としてのエンジンサプライヤーでもあり
「ACTECO」ブランドのエンジンは世界８０カ国以上に輸出されている。「世
界最高の熱効率」と宣伝するオーストリアAVLと共同開発した鯤鵬天擎（こん
ぼうてんけい）エンジンを発表。その詳細は後のスライドで説明する



7

EREVPHVHVICE

BJ60 雷霆
BJ40 魔核電駆版

Beijing X7 PHEVBJ30 魔核電駆HEVBJ40 ・BJ60 ・BJ30・BJ80

北京 X7・北京 X55 ・北京 X35

北京U5 Plus

北京汽車北京汽車

EREVPHVHVICE

博越REV

銀河 L7 / M7 / M9

銀河 L7 / M7

銀河 A7 EM

銀河 L6

銀河星舰7

銀河M9

帝豪L Hi・P

雷達地平線PHEV 

雷達金剛PHEV

星瑞 i-HEV

星越L i-HEV

第4代博越L i-HEV

第5代帝豪 i-HEV

星瑞・星越L・
博越 / 博越L・帝豪・
缤越・缤瑞・豪越L・
吉利ICON・吉利牛仔

吉利汽車吉利汽車

内燃機関搭載車両（北京・吉利）内燃機関搭載車両（北京・吉利）

ボルボを通じて欧州の高度なエンジン技術を取り入れ世界トップレベルの
熱効率を達成。ルノーともエンジン開発の合弁会社を設立し欧州の自動車
メーカーの技術を効率的に取り込もうとしている。目玉となるHV用エンジ
ン「i-HEV」については後のスライドで説明する

「サーブ」の技術をベースに「Magic Coreエンジン」を自社開発。SUV用の
1.5Lターボエンジンなどはドイツの「Meta GmbH」と共同開発している
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EREVPHVHVICE

仰望 (Yangwang) U7・U8秦 (Qin)シリーズ
漢 (Han)シリーズ
海豹 (Seal)シリーズ
海豚(Dolphin)シリーズ
駆逐艦05 (デストロイヤー05) 

宋 (Song) シリーズ
唐 (Tang) シリーズ
海獅 (Sealion) シリーズ
元 (Yuan) シリーズ
夏 (Xia)

SHARK (海白鯨)

騰勢 (Denza) ブランド
方程豹 (Fangchengbao) ブランド

なしなし

BYDBYD

内燃機関搭載車両（BYD）内燃機関搭載車両（BYD）

自社のPHVシステム (DM-iなど) に最適化された専用設計のエンジンを
開発・製造。最新のPHV用1.5Lエンジンでは世界最高レベルの熱効率を
達成。高級車向けの水平対向エンジンも開発（仰望U7用）。エンジン
の全高を極限まで低く抑えることでボンネットの位置を下げ、空力性
能0.195を実現している
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EREVPHVHVICE

なしWEY（魏牌）ブランド
TANK（坦克）ブランド
HAVAL（哈弗）ブランド
GWM ピックアップ

HAVAL（哈弗）ブランド
TANK（タンク）ブランド
GWMピックアップ

HAVAL（哈弗）ブランド
TANK（タンク）ブランド
GWMピックアップ

⻑城汽車⻑城汽車

HV用の高効率エンジンや大型SUV・高級車向けの3.0LV6ツインターボなど
を自社で開発・製造。エンジンとモーターの両方が直接駆動に関わるPHV

がオフロード車の基本と考えているのでEREVはなし

内燃機関搭載車両（⻑城汽車・リープモーター）内燃機関搭載車両（⻑城汽車・リープモーター）

リープモーターリープモーター

EREVPHVHVICE

C10・C11・C16・C01・B10・D19・D99なしなしなし

自社でエンジン製造は行わず、実績のあるメーカーのエンジンを使い、自社
の高度な電動パワートレイン技術に統合させるというコストパフォーマンス
を狙っている。エンジンは東安動力と東風汽車から購入。EVとEREVの2種類
に絞り込むのがリープモーターのパワートレイン戦略
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中国の主なエンジンメーカー（乗用車用エンジン）中国の主なエンジンメーカー（乗用車用エンジン）

東安動力（Dongan Powertrain)東安動力（Dongan Powertrain)

⻑安汽車集団傘下。中国独立系エンジンサプライヤーの最大⼿。あらゆる自動車
メーカーにエンジンを供給。ガソリンエンジンサプライヤーとして国内トップの
シェアを誇る。最近、中国で爆発的に普及しているEREV用エンジンも多数供給
している。超高効率を競う競争とは一線を画し、低コストで信頼性の高いエンジ
ンを大量供給する方針を堅持している
新晨中国動力 (Xinchen China Power)新晨中国動力 (Xinchen China Power)

BMWとの⻑年の技術提携・エンジンライセンス⽣産を行ってきた独立系の名門
エンジンメーカー。東安動力と共に理想汽車にEREV用エンジンを供給

重慶小康動力 (Chonguqing Sokon Power)重慶小康動力 (Chonguqing Sokon Power)

セレスグループの完全子会社。自動車用パワートレイン（ガソリンエンジン、レ
ンジエクステンダー・パワーシステム、ハイブリッドシステムなど）の研究開発
と製造。研究開発要員が全従業員の約４０％。低コストな小型エンジンに強み。
親会社AITOブランドや関連する自動車メーカーに高性能エンジンを低価格で供給

かつては三菱自動車との合弁の瀋陽航天三菱やハルビン東安汽車発動機が中国の
乗用車エンジンを⽀えていた。今はその延⻑線上にある東安動力やほかのエンジ
ンメーカーが独自でエンジンを製造しない中国自動車メーカーを⽀えている。

かつては三菱自動車との合弁の瀋陽航天三菱やハルビン東安汽車発動機が中国の
乗用車エンジンを⽀えていた。今はその延⻑線上にある東安動力やほかのエンジ
ンメーカーが独自でエンジンを製造しない中国自動車メーカーを⽀えている。



11

中国におけるPHV用高熱効率エンジン中国におけるPHV用高熱効率エンジン

燃料噴射・噴射圧圧縮比
自然吸気仕

様

排気量等エンジン名熱効率
%

OEM

直噴 60MPa17.5:11.5L直4鯤鵬天擎48.57奇瑞汽車
直噴 50MPa15.5:11.5L直4i-HEV48.41吉利汽車
直噴 50MPa15.5:11.5L直4ターボマッハエンジン48.09東風汽車
ポート噴射 0.3-0.5MPa16.0:11.5L直4DM5.046.06BYD

直噴 50MPa16.0:11.5L直4ターボNew Blue Core 45以上⻑安汽車

 中国の大⼿自動車メーカーは海外市場を視野にPHV専用エンジンに注力しており
「発電専用・定回転・定負荷」で使うことを前提に、絞り込んだ運転条件で熱
効率を極限まで上げる競争を展開している

 共通する主な技術トレンド
 排気量1.5L 直列4気筒
 高圧縮比(15.5-17.5)、ロングストローク
 高圧燃料直噴（50MPa-60MPa)

 強いタンブル流による高速燃焼
 高効率EGR（高圧EGR＋低圧EGR）
 摩擦低減（コーティング・電動ポンプ）
 熱管理の高度化（冷却損失低減）
 PHV専用で最適回転・負荷域に固定
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奇瑞汽車 鯤鵬天擎（こんぼうてんけい）Kunpeng Tianqingエンジン（１）奇瑞汽車 鯤鵬天擎（こんぼうてんけい）Kunpeng Tianqingエンジン（１）

 膨張比26:1 （超アトキンソンサイクル）
コンロッドにつながる独自のリンク機構
「ハイパーボリック・トリプルリンク」
(トライアングルリンク）を介してクランク
軸を回す

 シリンダー内壁に0.2mmの「プラズマ断熱
コーティング」を施し、熱が逃げるのを防止

 ピストンリングにはDLC（ダイアモンドライク
カーボン）コーティングを採用して機械的摩擦を
40%低減

 EGR 35% 

 理論空燃比で燃焼
 燃料噴射の圧力を60MPaに高めることで空気
と燃料の混合を促進

燃料噴射・噴射圧圧縮比排気量等熱効率
直噴・60MPa17.5:11.5L直448.57%

 奇瑞汽車とオーストリアAVLが共同で開発したEREV用エンジン



排気膨張爆発圧縮吸入
↑↓強く押されるほぼ停止↑↓ピストン

↑↓ほぼ停止↑↓メインロッド

↑小さく回転↓大きく回転中立位置↑小さく回転少し回転トライアング
ルリンク

↑ゆっくり↓大きく動く→ゆっくり上昇→ゆっくり動くサブロッド

↑遅れて動く↓一気に回るまだ小さな角度→遅れて動く→ほぼ動かないサブクランク

従来エンジンの膨張
行程の終わり

更にピストンは下
がる

膨張行程の途中

奇瑞汽車 鯤鵬天擎（こんぼうてんけい）（Kunpeng Tianqing）エンジン（２）奇瑞汽車 鯤鵬天擎（こんぼうてんけい）（Kunpeng Tianqing）エンジン（２）
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奇瑞汽車 鯤鵬天擎（こんぼうてんけい）（Kunpeng Tianqing）エンジン（３）奇瑞汽車 鯤鵬天擎（こんぼうてんけい）（Kunpeng Tianqing）エンジン（３）

PV線図の比較

 アトキンソンサイクル：ピストンの
機械的な機構を利用

通常エンジン

圧縮ストローク＜膨張ストローク圧縮ストローク＜膨張ストローク

鯤鵬天擎エンジン
 ミラーサイクル：吸気バルブの開閉
タイミングを利用
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吉利グループ 次世代HEV技術 「i-HEV」吉利グループ 次世代HEV技術 「i-HEV」

 「予風火龍巻（よふうかりゅうえん / Wind Riding Fire Tornado）」燃焼システム

 AIが道路状況や温度、湿度、標高、勾配をリアルタイムで検知し、最適なエ
ネルギー配分を予測することで、総合エネルギー効率をさらに１０％向上

 AIや電動化技術との融合によって世界最高レベルの高効率化を実現している
点が大きな特徴

 超高圧縮比15.5とストローク・ボア比1.39の超ロングストローク

燃料噴射・噴射圧圧縮比排気量等熱効率
直噴・50MPa15.5:11.5L直448.41%

 1.5L直4自然吸気・ターボ、2.0L直4ターボの3種類を用意している

 ダックビル（アヒルの嘴）型インテークマニホールド：強力なタンブル
流を発⽣させる

 50MPaの超高圧燃料噴射システム
 150mJの高エネルギー点火システム
 ミラーサイクル（高膨張比サイクル）の採用：バルブタイミングを最適化
しポンピングロスを大幅軽減

吉利のアプローチはAI統合によるエネルギーマネージメントの最適化を中心とした
ソフトとハードの融合型。吉利の自前の思想の結果が現れている。
吉利のアプローチはAI統合によるエネルギーマネージメントの最適化を中心とした
ソフトとハードの融合型。吉利の自前の思想の結果が現れている。
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東風汽車PHEV用1.5T「マッハ」エンジン東風汽車PHEV用1.5T「マッハ」エンジン

 連続可変電動バルブタイミング
 低圧EGR

 スマート熱コントロール（冷却損失低減）
 PHEV専用設計で、定回転・定負荷で最高効率を維持

燃料噴射・噴射圧圧縮比排気量等熱効率
直噴・50MPa15.5:11.5L直4ターボ48.09%

 マッハエンジンには1.5Lターボと自然吸気、2.0Lターボがある。熱効率
48.09%は1.5Lターボ仕様

 1.5Lターボ仕様の主な特徴
 ミラーサイクル

 可変容量ターボ(Variable Geometry Turbocharger): エンジン回転数に
応じてターボ内部の通路の広さを自動変化しターボラグをなくす

 エンジン内部摩擦の徹底低減：シリンダーボアへのサーマルスプ
レー加工、ピストンリング等へのダイアモンドライクカーボン
(DLC)コーティング

 ストローク・ボア比は1.45以上

東風汽車には合弁である日産の燃焼・吸気・摩擦の物理最適化とホンダの高膨張
比・高効率エンジンの思想が反映されており、エンジン単体の物理性能を極限ま
で磨くアプローチとなっている。

東風汽車には合弁である日産の燃焼・吸気・摩擦の物理最適化とホンダの高膨張
比・高効率エンジンの思想が反映されており、エンジン単体の物理性能を極限ま
で磨くアプローチとなっている。
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BYD 第5世代ハイブリッド技術 （DM5.0）BYD 第5世代ハイブリッド技術 （DM5.0）

燃料噴射・噴射圧圧縮比排気量等熱効率
ポート噴射 0.3-0.5MPa16.0:11.5L直446.06%

 DM5.0のエンジンは定回転数・定負荷を基準
にした発電に特化し必要ない機能をそぎ落と
した極限の構造設計。エンジンは最も効率が
良い「高速巡行」や「発電」という得意領域
（全体の約２０％）だけで稼働

 ストローク・ボア比：1.28

 ハイタンブル吸気ポートとポート噴射を採用：複雑で高価な直噴システムを排除
し、システムをシンプルにすることで製造コストを下げ、信頼性を高めている

 BYDは内燃機関をPHVのみにしか使わない。ICEやHVには使わない
 ミラーサイクル

 そぎ落とした項目
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BYD 第5世代ハイブリッド技術 （DM5.0）BYD 第5世代ハイブリッド技術 （DM5.0）

DM5.0（第５世代Dual Mode)  の特徴

 2024年に発表された最新世代。エンジンの世界トップクラスの熱効率と最
適化された制御により、航続距離2000km超、ガソリン消費を極限まで実現

 出力密度70.28%向上：モーター、発電機、ギアセット、インバーター、冷
却系などの構造や配置を根本的に再設計し、同じスペースで扱える電力を
1.7倍に

 エネルギー流路のロスを大幅に削減：銅損、鉄損、インバーターのスイッチン
グ損失、ギアの機械損失、冷却損失を改善し、電気が動力に変わるまでのロス
を大幅に減らした

 伝達効率を92%に：エンジンで発電した電気がインバーター→モーター→駆動輪
へと伝達する効率が92%に (一般的なハイブリッド車の伝達効率は80-88%）

 電気の出し入れ（充放電効率）が非常に速いシステム：モーター駆動を常に
維持するため一瞬で充電し一瞬で放電するリアルタイム電力供給システム。
バッテリーは走行用の電気貯蔵タンクではなく瞬間的な電力バッファ（緩衝
材）として使っている

BYDのDM5.0は常に電気を中心にした、どんな状況でもモーターが主役になる
ハイブリッドシステム。
BYDのDM5.0は常に電気を中心にした、どんな状況でもモーターが主役になる
ハイブリッドシステム。
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⻑安汽車「New Blue Core」エンジン⻑安汽車「New Blue Core」エンジン

燃料噴射・噴射圧圧縮比排気量等熱効率
直噴・50MPa16.0:11.5L直4ターボ45%以上

 超高圧直噴（50MPa）・高効率燃焼・低フリクション化・熱管理・静粛性を総
合的に高め、ハイブリッド最適化を強く意識したエンジン

 噴射圧の高圧化により燃料の微粒化・均質燃焼・ノッキング抑制が向上
 構造一体型排気マニホールド付きシリンダーヘッドを採用

 排気熱管理を最適化  ターボ応答性を向上 触媒を早期に活性化
 ツインスクロールターボを採用して低回転トルクを増強、ターボラグを低減
 可変容量オイルポンプを採用して摩擦損失を低減、低負荷時の効率改善
 独立制御ピストンクーリングジェットの採用によりピストン冷却を状況に応じ
て制御するとともにノッキング耐性を向上

 水冷式インタークーラーを採用し吸気温度を安定化、高負荷時の出力の安定
性を向上

 静音タイミングチェーンの採用でNVH (Noise, Vibration, Harshness)を改善

⻑安汽車はガソリンエンジンが誕⽣して以来の基本要素を最先端の加⼯技術とシ
ミュレーションで限界まで引き上げNew Blue Coreエンジンを誕⽣させた。
⻑安汽車はガソリンエンジンが誕⽣して以来の基本要素を最先端の加⼯技術とシ
ミュレーションで限界まで引き上げNew Blue Coreエンジンを誕⽣させた。

日系, 81.5%

中国系, 13.9

米国系, 4.5
韓国系, 0.1
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１０１万台

中国勢が日本勢のストロングHV市場に狙いを定めている現状中国勢が日本勢のストロングHV市場に狙いを定めている現状

 EVの競争が激化＋地方都市では充電インフラが不十
分でガソリン車からの乗り換えはHVやPHVが最も
ハードルが低い → 「外部充電不要のストロング
HV」が中国メーカーにとっても魅力的な新市場に

 中国メーカーのストロングHVの背景
 EV技術をそのまま使える（モーター・インバーター・
バッテリー・電池制御ソフト）

 バッテリーが安い
 市場がEVのような走りを好む
 EVだけでは利益が出にくくなった

２０２５年中国市場での
ストロングHVシェア
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まとめまとめ
 EVで世界をリードする中国においては輸出を含む年間約２，３００万台前後
のライトデューティビークルに内燃機関が搭載されている。これは年間販売
台数の約8割に相当する。これらの内燃機関はEVを除くICE、HV、PHV、EREV

車に搭載されている。
 中国自動車メーカーの内燃機関技術の進歩は、定負荷・定回転数の限定した運
転領域で熱効率が４５％を超える機関が続々と⽣まれ、メーカー間の激しい熱
効率競争が起きている。

 中国国内市場での激しいEVの販売競争から、活路を海外に求める流れのなか
でEVだけでなくICE、HV、PHV、EREVにも力を注ぎ、内燃機関においても世
界の覇権を狙う中国メーカーの動きが顕在化している。その照準の先には日
系メーカーの牙城のストロングHV市場も入っている。

 進化し続ける内燃機関を武器に中国メーカーは中国国内市場の年間１３００万
台を超えるICE市場と約１００万台のHV市場にも狙いを定めている。

 この限定した運転領域での高熱効率の内燃機関はPHVの発電用に使われ、EV

に限りなく近い走行を売りとしている。その究極がBYDの第５世代Dual Mode

で、従来のエンジン主体のPHVと一線を画した製品となっている。

 特に輸出のパイオニアである奇瑞汽車は「依然として７割がICEが主流の世界
市場」に照準を合わせ、多角な海外戦略を加速している。

 EVだけでなく内燃機関でも覇権を狙い始めた中国勢への戦略構築が急務である。


